
で
の
2
7人
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
や

心
得
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、テ
ン
ト
の
設
営
や
炊
事
、
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー

ク
な
ど
を
行
い
、
特
に
黒
滝
ま
で
の
（

イ
キ

ン
グ
で
は
、
と
て
も
暑
か
っ
た
た
め
か
滝
に

着
い
た
と
た
ん
滝
壺
に
入
っ
た
り
、
泳
い
だ

り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
蓬
田
漁
港
で
の

魚
釣
り
体
験
で
は
、
多
く
の
魚
を
釣
っ
て
い

る
子
も
い
て
、
こ
ど
も
た
ち
は
２
日
間
の
研

修
を
有
意
義
に
終
え
ま
し
た
。
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そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
19

年
度
成
人
式

蓬
田
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ｔ
ｔ
ｐ
:

／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
ｎ
ｅ
ｔ
.
ｐ
ｒ
ｅ

ｆ
.
ａ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
i
.

ｊ
ｐ

／
ｙ
ｏ
ｍ
ｏ
ｇ

ｉ
ｔ
ａ

／

広
報
よ
も
ぎ
た

新
成
人
を
祝
う
平
成
1
9
年
度
成
人
式
が
８

月
1
4日
（
火
）
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
の
は
、昭
和
6
2年
４
月
２
日
～
昭
和

6
3年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
4
0名
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
坂
本
宣
仁
さ
ん
と
細

谷
陽
子
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
周
囲
へ
の
感
謝

と
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
誓
い
の
言
葉
と
し
て
述

べ
た
後
、
成
人
の
誓
い
を
大
宮
亜
由
美
さ
ん
と

新
成
人
全
員
で
斉
唱
し
、
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

「誓いの言葉」を述べる細谷陽子さん

子ども会リーダー研修会７
月
2
6日
（
木
）
、
村
中
央
公
民
館
主
催
の

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
１
泊
２
日
の

日
程
で
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に

行
わ
れ
、各
地
区
小
学
４
年
か
ら
中
学
２
年
ま



お 知 ら せ

情 報 局

表
示
登
記
無
料
相
談
会
開
催

日
　

時
：
平
成
1
9年
９
月
2
3日
（
日
）

午
前
1
0時
～
午
後
３
時
3
0分

会
　

場
：
青
森
市
「
ア
ウ
ガ

５
階

研
修
室
」

「
土
地
家
屋
調
査
士
」
は
、
表
示
に
関
す
る

登
記
・
筆
界
特
定
手
続
の
専
門
家
で
す
。
あ
な

た
に
か
わ
っ
て
登
記
及
び
筆
界
特
定
手
続
を

代
行
い
た
し
ま
す
。
土
地
の
境
界
問
題
で
お

困
り
の
方
、
そ
の
他
の
建
物
や
土
地
の
表
示

に
関
す
る
登
記
・
筆
界
特
定
手
続
な
ど
に
関

し
て
ご
相
談
承
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
も

行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

電
話
　
0
1
7
－

７
２
２
－
3
1
7

８

「

公

証

制

度

に

つ

い

て

」

～
1
0
月
１
日
か
ら
７

日
は

「
公
証
週

間
」
で
す
Ｉ・
～

公
証
人
は
、
国
の
一
機
関
と
し
て
、
市
民
の

生
活
や
財
産
な
ど
の
権
利
を
守
り
、
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま

す
！そ

の
主
な
業
務
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
公
正
証
書
で
契
約
書
を
作
っ
て
大
切
な
財

産
を
守
り
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
っ
て
大
切
な
人
に

雇
用
保
険
法

が
変

わ
り
ま
す
Ｉ
・

１
　

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が

変
わ
り
ま
す

○

こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時
間
に
よ
る
被

保
険
者
区
分
（
短
時
間
労
働
者
以
外
の

一
般
被
保
険
者
／
短
時
間
被
保
険
者
）

を
な
く
し
、
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の

受
給
資
格
要
件
を
一
本
化
し
ま
す
。

○

原
則
と
し
て
、
平
成
1
9年
1
0月
１
日
以
降

に
離
職
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

旧
・
短
時
間
労
働
者
以
外
の
一
般
被
保
険
者

↓

６
か
月
（
各
月
1
4日
以
上
）

・
短
時
間
労
働
被
保
険
者

（
週
所
定
労
働
時
間
2
0～
3
0時
間
未
満
）

↓
1
2
か
月
（
各
月
1
1
日
日
以
上
）

↑

新

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
週
所
定
労
働
時
間
の
長
短
に

か

か

わ

ら

ず

、
原

則

、
満
1
2
か

月
（

各

月

1
1日

以

上

）

の
被

保
険

者

期

間

が
必

要

と

な

り

ま

す

。

※

倒

産
・
解

雇

等

に

よ

り

離

職

さ

れ

た

方

は

、
６

か
月
（

各

月
1
1
日
以

上

）
が

必

要

。

２
　

特

例

一

時

金

の

支

給

額

が

変

わ

り

ま

す

○

特
例
一
時
金
の
支
給
額
を
基
本
手
当
日
額

の
3
0日
分
と
し
、
た
だ
し
当
分
の
間
は
4
0

日
分
と
な
り
ま
す
。

○

平
成
1
9年
1
0月
１
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

旧
　
基
本
手
当
日
額
の
5
0日
分

↑

新
　
基
本
手
当
日
額
の
4
0日
分

（
当
分
の
間
）

３
　
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
は
5
0％

に
上
が
り
ま
す

○

給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の
4
0％
か
ら
5
0％

に
引
き
上
げ
ま
す
。

○

平
成
1
9年
３
月
3
1日
以
降
に
職
場
復
帰
さ

れ
た
方
か
ら
平
成
2
2年
３
月
3
1日
ま
で
に

育
児
休
業
を
開
始
さ
れ
た
方
ま
で
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

旧
　
休
業
期
間
中
3
0％
十
職
場
復
帰

後
６
か
月
1
0％

↑

新
　
休
業
期
間
中
3
0％
十

職
場
復
帰
後

６
か
月
2
0％

※
育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
た
期
間

は
、
基
本
手
当
の
算
定
基
礎
期
間
か
ら
除
外

さ
れ
ま
す
。（
平
成
1
9年
1
0月
１
日
以
降
に

育
児
休
業
を
開
始
さ
れ
た
方
に
適
用
）

４
　
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が

変
わ
り
ま
す

○

本
来
は
「
３
年
以
上
」
の
被
保
険
者
期
間

が
必
要
で
あ
る
受
給
要
件
を
、
当
分
の
間
、

初
回
限
り
「
１
年
以
上
」
に
緩
和
し
ま
す
。

○

ま
た
、
こ
れ
ま
で
被
保
険
者
期
間
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
た
給
付
率
及
び
上
限
額
を

一
本
化
し
ま
す
。

○

い
ず
れ
の
措
置
も
、
平
成
1
9年
1
0月
１
日

以
降
に
指
定
講
座
の
受
講
を
開
始
さ
れ
た

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

旧
　

被
保
険
者
期
間
３
年
以
上
５
年
未
満

2
0
％
（
上
限
1
0
万
円
）

被
保
険
者
期
間
５
年
以
上
（
上
限
2
0万
円
）

↑

新
　

被
保
険
者
期

間
３
年
以
上

知一
％

（
上
限
1
0
万
円
）

※
初
回
に
限
り
、被
保
険
者
期
間
１
年
以
上

で
受
給
可
能

詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
職
業
安
定
部
（
℡

０
１
７
－

７
２
１
－
2
0
0
0

）
又
は
、
お
近

く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



遺
産
を
譲
り
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
離
婚
契
約
書
を
作
っ
て
子
供

の
将
来
を
守
り
ま
す
。

○
任
意
後
見
契
約
書
を
作
っ
て
老
後
に
安
心

を
作
り
ま
す
。

○
定
款
認
証
で
適
法
な
会
社
を
設
立
し
ま
す
。

手
数
料
は
法
廷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

公
証
事
務
に
関
す
る
相
談
は
無
料
で
す
。

い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青
森
公
証
人
合
同
役
場
　

青
森
市
長
島
一

丁
目
３
番
1
7号
阿
保
歯
科
ビ
ル
４
階

℡
０
１
７
－

７
７
７
－
6
6
9
6

（
公
証
人

桑
原
和
敏
）

℡
０
１
７
－

７
７
６
－
8
2
7
3

（
公
証
人

白
根
　
昇
）

行
方
不
明
者
の
発
見
と
身
元
不

明
者
の
身
元
確
認
に
ご
協
力
を

警
察
で
は
、
捜
索
願
が
出
さ
れ
た
家
出
人

に
つ
い
て
、
全
国
の
警
察
へ
手
配
し
て
捜
索

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
交
友
関
係
あ
る

い
は
就
業
関
係
な
ど
、
発
見
す
る
た
め
の
手

が
か
り
と
な
る
情
報
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
で
発
見
さ
れ
、
未
だ
身
元
の

確
認
さ
れ
て
い
な
い
「
ご
遺
体
」
の
中
に
、
家

出
人
が
該
当
し
な
い
か
な
ど
身
元
の
確
認
に

努
め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
家
族
や
知
人
で
、
行
方
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

警
察
で
は
、
自
殺
や
不
慮
の
事
故
な
ど
で
死

亡
し
、
身
元
が
確
認
で
き
な
い
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
方
の
遺
品
な
ど
の
写
真
を
用
意
し
て
、
身

元
確
認
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
秋
彼
岸
を
含
む
９
月
2
1日
（
金
）

か
ら
3
0日
（
日
）
ま
で
を
行
方
不
明
者
等
発
見

活
動
推
進
強
化
週
間
に
指
定
し
、
推
進
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
家
出

人
捜
索
願
出
人
に
対
し
ま
し
て
は
、
封
書
に
よ

る「
行
方
不
明
者
の
音
信
等
に
関
す
る
追
跡
調

査
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ご

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
行
方
不
明
者
に
つ
い
て
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、

外
ヶ
浜
警
察
署
　

℡
0
1
7
4－

２
２
－
2
2
1

1
（
内
線
３
３
１
）
ま
た
は
、
県
警
本
部
鑑
識
課

℡
０
１
７
－
7
2
3
1
4
2
1
1

（
内
線
４
６
４

５
。
4
6
4
6
）
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ご
相
談
の
際
に
は

◇
　
行
方
不
明
者
の
写
真

◇
　

血
液
型
、
歯
の
治
療
状
況
（
歯
科
で
作
成

す
る
デ
ン
タ
ル
チ
ャ
ー
ト
）

◇
　

特
徴
（
手
術
痕
、
火
傷
の
あ
と
、
ほ
く
ろ

な
ど
）

な
ど
参
考
と
な
る
資
料
を
ご
持
参
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
の
売
買
、

贈
与
、
交
換
な
ど
に
よ
る
取
得
に
対
し
て
課

税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

住
宅
を
新
築
し
た
り
、
中
古
住
宅
を
取
得

し
た
場
合
等
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

と
、
申
請
に
よ
り
土
地
及
び
家
屋
に
係
る
税

額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
東
青
地
域
県
民
局
県
税
部
課

税
第
三
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

東
青
地
域
県
民
局

県
税
部

課
税
第
三
課

電
話
　
０
１
７
（
７
３
４
）
9
9
7
3

地
域
－

Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
７
１
ｎ
あ
お
も
り

Ｉ

Ｃ

Ｔ

（

情

報

通

信

技

術

）

に

関

す

る

最

新

の

情

報

通

信

機

器

の

展

示

・

実

演

や

、

テ

レ

ビ

で

お

な

じ

み

の

明

治

大

学

の

斎

藤

孝

さ

ん

、
数

学

者

の

秋

山

仁

さ

ん

ら

に

よ

る

講

演

・
ト

ー

ク

シ

ョ

ー

、
青

森

県

初

と

な

る

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

『

メ

ガ

ス

タ

ー

』

上

映

や

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

シ

ョ

ー

な

ど

、
家

族

で

楽

し

め

る

イ

ベ

ン

ト

で

す

の

で

ぜ

ひ

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

詳

し

く

は

フ

ェ

ス

タ

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:

／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.

ｐ

ｒ
ｅ

ｆ
.
ａ

ｏ
ｍ
ｏ
ｒ

ｉ
.
　
ｌ
ｇ
.

ｊ
ｐ

／

ｉ
ｃ
ｔ
２
０
０
７
／
）

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

日

時
　

平

成
1
9
年
1
0月
1
2
口
（
金

）
～
1
4
口

（
日

）

場

所
　

メ
イ

ン

会
場
：

新
青

森
県

総

合
運

動

場
公
園
「
青
い
森
ア
リ
ー
ナ
」
　
入
場
無
料

問

い

合

わ
せ

地

域
Ｉ

Ｃ

Ｔ

未
来

フ
ェ

ス

タ
2
0
0
7
1

n
あ

お

も

り
実

行

委

員

会

事

務
局
（
青
森

県

企
画

政

策

部
情

報

シ

ス
テ

ム
課

内
）

電

話
　

０

１

７
－

７

３
４
－
9
1
6
3

カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
は
。
日
本
の
ヨ
モ
ギ
の
中

で
最
も
薬
効
に
優
れ
た
種
類
で
、
主
に
漢
方

薬
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
本
州
、
四
国
、
九
州
の
河
原

な
ど
で
の
砂
地
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

蓬
田
村
地
域
活
性
化
研
究
会
（
会
長
　

坂

本
佐
兵
衛
）
は
、
村
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
な

れ
ば
と
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
に
詳
し
い
方
や
村
に
生
育

し
て
い
る
所
を
知
っ
て
い
る
方
は
、
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
役
場
総
務
課
企
画
財
政
班

℡
　
2
7
1
2
1
1
1

カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
を
知
っ
て
い
る

方
は
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

U
Ｒ
」
　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:

／
／
ｐ
ｒ
ｅ

ｆ
.
ａ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ

ｉ
.
ｌ
ｇ
.

ｊ
ｐ
／

ｉ（
こ
６
（
）（
）
弌



玉 松 海 ま つ り

８
月
５
日

（
日
）
、

玉

松

海

水

浴

場
に
お

い
て
、
第
1
4
回

玉
松

海
ま
つ
り

が
行

わ
れ
ま

し
た
。

こ

の
日

は
、

前

日

の
台

風

の
た
め
開

催

が

危

ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
無

事

に
行

わ
れ
ま
し

た
。午

前
1
0
時

か
ら
宝

さ
が
し
が
始
ま

り
、
玉

松

太

鼓

・
蓬

田

村

ね
ぶ
た

囃

子

愛

好

会
の

演

奏

、

宗
家

石

川

流
の
舞

踊
、

○

×
ゲ

ー

ム
、
ト
マ
ト

一
個

早
食
・
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
早
飲

み

大

会

、
爆

弾

ゲ

ー

ム

に
大

勢

の
人

が

参

加

し

ま
し

た

。

ま

た

、
ホ

タ

テ

の

試
食

コ

ー

ナ

ー
も

人

気

で

、
た

く

さ

ん

の

人

が

村
特

産

の

ホ

タ

テ
を

炭

焼
き

で

味

わ

っ
て

い
ま

し

た
。

戦
没
者
慰
霊
祭

８
月
1
7日
（
金
）
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
遺
族
、
来
賓
、
関
係
者
約
6
0名

参
列
の
も
と
、
戦
没
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

古
川
村
長
が
平
和
を
祈
り
、
祭
文
を
奉
呈

し
、
八
戸
守
村
遺
族
会
長
よ
り
祭
司
の
奉
呈

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
有
志
女
性
に
よ
る
御
詠
歌
が

流
れ
、
最
後
に
参
列
者
が
焼
香
を
行
い
、
肉
親

の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

傘

松

川

柳

同

好

会

ド
ク
ド
ク
と
一
升
ビ
ン
の
蓋
歌
う
　
　
　
　
　
勝
子

蓋
壊
れ
年
金
鍋
が
煮
い
滾
る
　
　
　
　
　
　
　

の
ぼ
る

人
生
に
区
切
り
を
つ
け
る
蓋
が
あ
る
　
　
　
　
蓬
石

よ
げ
し
ゃ
べ
り
こ
こ
だ
け
の
話
三
人
目
　
　
　
小
菊

針
の
穴
遠
い
過
去
ま
で
見
え
て
く
る
　
　
　
　
富
栄

ほ
ろ
酔
い
で
孫
と
約
束
針
千
本
　
　
　
　
　
　
勝
美

大
臣
は
平
気
で
呑
ん
で
る
針
千
本
　
　
　
　
　
藤
久

針
刺
さ
れ
腹
を
立
て
な
い
年
に
な
る
　
　
　
　
重
彦

針
の
穴
糸
通
ら
ず
に
新
幹
線
　
　
　
　
　
　
　

久
子

縫
針
を
持
た
な
い
マ
マ
の
百
均
店
　
　
　
　
　
清
乃

戸　籍　 の　窓　 口

７月受付分

坂 本　忠 雄 （中　　沢 ７９歳）

お誕生日おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

おくやみ申し上げます

今

月

の
児

童
川
柳
は
、
お

休
み
し
ま
す
。

南　 将　俊 （中　　沢）

松 村　 遙　 （青 森 市）

柿 崎　 健　 （広　 瀬）
渡 邉 正 美 （青 森 市）

れん　 じ

八 幡 恋 次
希　　悦

さ や か
男

人口と世帯数

7月31日 現在 前月比

総人口 33

94

人 (-4

)
男 15

99

人 (-

4)女 17

95

人 (0)

世帯数 11

50

戸 (+1

)
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